
2-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 倉吉市の現状と課題 
 

 

 

本章では、将来目標の設定や将来都市構造、全体構想を明ら

かにするための前提として、上位・関連計画による都市の位置

づけや倉吉市の特性と問題点、市民の意向等を整理したうえで、

都市計画の観点から都市整備上の課題を抽出します。 
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１．上位・関連計画の整理 

将来目標を設定するにあたり、都市計画に関連する上計計画及び関連計画について、

まちづくりの方向性を以下に整理します。  

 

上位計画 

 第 11 次倉吉市総合計画【後期基本計画】（平成 28 年 3 月 倉吉市策定） 

計画期間 平成28年度～平成32年度 

将来都市像 愛着と誇り 未来いきいき みんなでつくる倉吉市  

まちづくり
の基本姿勢 

１）わたしたちみんなが主役のまちづくり 
２）倉吉らしさを大切に守り活かしたまちづくり 
３）選択と集中を基調としたまちづくり 

基本目標 

１）いきいきと働くことができるまち【産業】 
①新たな時代を切り拓く、活力ある農林水産業を振興する（農林水産業） 
②より多くの所得を生み出せる、ものづくり産業の基盤を整える（製造業） 
③市内外からより多くの人たちと消費をまちに引き込む（商業・観光・サービス） 

２）いつまでも健やかに過ごせるまち【福祉・健康・人権】 
①子どもを産み、育てる喜びを実感できるまちをつくる(子育て) 
②自分らしくいきいきと過ごせるまちをつくる(福祉) 
③だれもが健康で安心して暮らせるまちをつくる(健康) 
④お互いを認め、尊重し合えるまちをつくる(人権・男女共同参画) 

３）活力に満ち、豊かな心と文化が息づくまち【教育・文化・ｺﾐｭﾆﾃｨ】 
①次代を担う子どもたちの確かな学力と豊かな人間性を育む(教育) 
②だれもが生涯にわたって、いきいきと学べる環境を整える(文化・スポーツ) 
③みんなが常日頃から協力し、助け合える関係をつくる(コミュニティ) 

４）安全・安心で快適にくらせるまち【生活基盤・環境・防災】 
①だれもが愛着を感じ、住み続けたいと思えるまちをつくる（生活基盤） 
②みんなで地球閑居にやさしいまちをつくる（環境） 
③災害に強く、犯罪や事故のない、安全・安心なまちをつくる（防災・防犯）  

土地利用 
の方針 

１）にぎわいと活力を生み出す市街地の整備 
２）豊かな自然環境や優れた歴史文開催の保全・活用 
３）より安全・安心で快適な暮らしの確保 

目標人口 平成72（2060）年 ３５，０００人 
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 倉吉都市計画区域マスタープラン（平成 16 年 5 月 鳥取県策定） 

計画期間 平成17年度～平成26年度 

都市づくり
の基本方針 

１）交流の基盤となる交通網の充実 

２）快適で機能的な美しい都市空間の整備 

３）計画的な市街地の形成と開発 

４）豊かさを運ぶ情報通信システムの整備 

５）自然環境を中心とした社会基盤整備 

広域的な 
位置づけ 

倉吉市：圏域内の広域交流都市 

関金町：観光農業と保健・保養型のレクリエーション拠点と定住拠点 

■マスタープラン図 
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主な関連計画 

 まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成 27 年 10 月 倉吉市策定） 

計画期間 平成27年度～平成31年度 

基本姿勢 生涯にわたり「人財」を育み、その「人財」が活躍する地域の創出 

基本目標 
及び施策の

方向性 

１）人を大事にし、志を育てる 

・人口の減少に歯止めをかける取組み 

・年齢、性別に関わらず能力を発揮し活躍する 

２）仕事をつくり、人を呼び、また仕事を呼ぶ 

・雇用を確保し、若者を中心に市内に定着 

３）地域を守り、地域の資源を活力に変える 

・維持、活性化、個性を生かした地域戦略 

目標人口 平成52年40,000人、平成72年35,000人を維持 

 

 倉吉市中心市街地活性化基本計画（平成 27 年 7 月 倉吉市策定） 

計画期間 平成27年度～平成32年度 

基本テーマ みんなでつくる活気とにぎわいの場､暮らしよい元気な中心市街地 

基本目標 
１）誰もが持続的に住みたくなる暮らしやすい生活環境を備えたまち 
２）歴史的・文化資源を活かした回遊型観光のまち 
３）小規模でも高付加価値な事業活動を創出するまち 

広域的な 
位置づけ 

目標１：誰もが持続的に住みたくなる暮らしやすい生活環境を備えたまち 
目標２：歴史的・文化的資源を活かした回遊型観光のまち 
目標３：小規模でも高付加価値な事業活動を創出するまち 

■実施事業一覧 
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都市計画上の主要なプロジェクトの進捗状況 

都市計画上の重要なプロジェクトの事業概要と進捗状況は以下のとおりです。 

主な施策・事業 整備概要 現在の状況 進捗 

倉吉駅周辺 

整備事業 

 
 
 
 

駅橋上化や駅前広場整備、地
域交流センター、土地区画整理
事業など、概ねの事業は平成 24

年度までに完了しました。  

現在、都市計画道路上井羽合
線（旧市道駅北通り線）、倉吉
駅河北線（市道八屋福庭線）の
整備が進められていす。  

 

 

 

 

 

△ 
一部 

完了 

北条湯原道路の

整備（国道313号

倉吉道路、倉吉

関金道路） 

北栄町から岡山県真庭市に
至る延長約 50ｋｍの地域高規
格道路「北条湯原道路」の一部
区間となっています。  

平成 25 年 6 月に倉吉西 IC ま
でを供用しており、現在、福山
IC までの整備が進められてい
ます。  

 

△ 
一部 

完了 

西倉吉工業団地

等への企業誘致 

 
 
 

倉吉西 IC まで約３分と好条
件に立地していることから、全
国でも屈指の優良企業が立地
しており、業用地約 21.6ha の
うち約 20.8ha は既に分譲済み
です。  

また、大谷工業団地、テクノ
パーク灘手、金谷工業団地など
へも企業進出が進んでいます。 

 

 

 
△ 
一部 

完了 

伝統的建造物群

保存地区の整備 

 
 
 

歴史的な町並みの保存を図
るため、平成 10 年に約 4.7  ha

が指定され、平成 22 年には
9.2ha に拡大されました。  

対象地区では保存修理修景
事業により建造物の保全を進
めています。  

 

 

 △ 
一部 

完了 

まちなみ環境 

整備 

 
 
 

打吹地区のまちづくり協定
が締結された地域等（街なみ環
境事業区域）において、修景事
業が実施されています。また街
路沿いに残る町家と相応した
イメージの道路の美装化を行
っています。  

引き続き、建物や道路空間に
ついて修景整備に努めていき
ます。  

 

△ 
一部 

完了 

史跡大御堂 

廃寺跡 

歴史公園整備 

 
 
 

倉吉市街地に立地する山陰
地方を代表する最も古く、最大
級の初期寺院跡です。  

一部は、市営ラグビー場とし
て中心市街地の緑地空間とし
て利用されており、今後、美術
館の建設が予定されています。 

 

△ 
一部 

完了 

 

4.7ha 
9.2ha 

市役所 
◎ 

北岡病院 
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主要事業の位置図 

前頁の都市計画上の重要なプロジェクト及びその他の主要事業の実施位置図は次

のとおりです。  

■市内の主要事業位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㈲ワールドファーム  

モリタ製作所 
㈱ウッドプラスチック 

テクノロジー  

ｃ 

(仮)小鴨ＩＣ 

福山ＩＣ 

打吹玉川伝建 
地区拡大 

テクノパーク灘手 
 

大谷工業団地  

㈱明治製作所  

㈱テクノメタル  

㈱グッドスマイル 
カンパニー  

西倉吉 
工業団地整備 

㈱トンボ  

県立美術館 
計画地 

倉吉市斎場 

駅自由通路 
駅前広場整備 
 

(都)上井羽合線 
延伸整備 

市道八屋福庭線 
事業中 

旭東町 
区画整理 
 

駅北 
区画整理 
 

国道 179号 
JR 跨線橋拡幅 

小田橋西詰 
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倉吉西ＩＣ 

倉吉ＩＣ 
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２．倉吉市の特性と問題点 

本市の都市づくりに関する現状について、特性と問題点を以下に示します。  

位置・地勢 

 鳥取県中部圏域における行政・経済・文化活動の中心都市を形成  

倉吉市は、鳥取県の中央部に位置し、県庁所在

地の鳥取市までは東に約 41km、県西部の中心都市

米子市までは西に約 53km の距離にあり、北は北

栄町、湯梨浜町、東は三朝町、西は琴浦町と江府

町、南は岡山県真庭市にそれぞれ接しています。  

鳥取県は、古くより歴史、風土、文化などを共

有する広域的な３つの圏域が認識されています。

倉吉市は古代伯耆の国の政治の拠点として栄えた

歴史があり、現在においても鳥取と米子・境港都市圏の中間に位置することから、鳥

取県中部圏域における行政・経済・文化活動の中心都市となっています。  

■鳥取県の都市計画区域と圏域図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市域の総面積は 272.06 ㎢、人口は約 5 万人、隣接する三朝町の津黒山を源とし、

県下三大河川の 1 つである天神川が市北東部を南北に、日本四名山の１つである大山

の東山麓を源とする小鴨川が市南西部から北東部にかけて流下しているほか、市北東

部にはこれらの河川に沿うように市街地が帯状に連なっています。  

まちの骨格を形成している主要な幹線道路は、一部供用中の地域高規格道路「北条

湯原道路」や国道 313 号、179 号、鉄道により、関西方面や山陽方面へのアクセスが

確保されています。  

東部圏域 西部圏域 中部圏域 

凡 例 

中部圏域 
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市街化区域 
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都市計画区域 
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倉吉市 
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真庭市 
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■倉吉市の位置・地勢             資料：倉吉市第 11 次総合計画（後期計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■鳥取県の高速幹線道路網図（平成 29 年 4 月現在）     資料：鳥取県道路企画課資料  
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 人口・世帯の動向 

 人口増加の要因が少ないため人口減少、小規模世帯の増加 

全国的に人口減少が進む中、倉吉市の人口も一貫し減り続けています。人口減少率を見る

と、平成 2 年～平成 7 年が 1.6％（933 人）に対し、平成 22 年～平成 27 年では 3.3％（1,676

人）に拡大するなど、近年、減少傾向に拍車がかかっています。 

世帯当たり人員は、平成 2 年の 3.37 人／世帯から平成 27 年の 2.64 人／世帯となっていま

す。その一方で、毎年世帯数は増加していることから、世帯の小規模化が進んでいます。 
 

■倉吉市の人口と世帯数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：国勢調査 

自然動態（出生数－死亡数）と社会動態（転入数－転出数）を加算した人口動態は、年々

減少傾向にありましたが、近年は減少数が減る傾向にあります。 
 

■倉吉市の人口動態 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：住民基本台帳 
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4,789 5,822 7,330 8,145 8,392
6,665 6,968 6,395 6,090 7,096

34,883 33,169 31,695 29,733 27,190
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年少人口 0-14

生産年齢人口 15-64

前期高齢者 65-74

後期高齢者 75-

高齢化率 65歳～

（年度）

 市街地を形成している用途地域の人口減少数が多い 

都市計画区域内の人口を見ると、行政区域人

口と同様に、都市計画区域、用途地域内外にか

かわらず全ての区域が減少しています。（平成

27 年は未公表です） 

特に、市街地を形成している用途地域は、昭

和 60 年の 30,921 人から平成 22 年の 27,552 人

と約 3,300 人もの人口が減少しています。 

 

 

 

 

 

資料：平成 26 年鳥取県都市計画基礎調査（国勢調査） 

 

 少子高齢化の進行、年少者より高齢者のほうが多く、約３人に１人は高齢者 

年齢 3 区分別に見ると、年少人口（0～14 歳）、生産年齢人口（15～64 歳）はともに減少、

65 歳以上の高齢者（老年人口）は増加しています。平成 7 年には、65 歳以上の高齢者は年少

人口を上回っています。 

高齢化率が 21％を超えた社会を「超高齢社会」と言いますが、平成 12 年にはすでに「超

高齢社会」となっており、現在の高齢化率は 31.7％まで上昇しています。 

 

■年齢 3区分別人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査   

 

  

■都市計画区分別人口の推移 
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 高齢化率は中心市街地が高い 

■高齢化率（人口に対する 65歳以上の人口割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：平成 27 年国勢調査  

凡例 
■10％未満 
■10％以上 20％未満 
■20％以上 30％未満 
■30％以上 40％未満 
■40％以上 50％未満 
■50％以上 
□用途地域 
□都市計画区域 
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 人口流出と人の流れ 

 進学や就職により人口流出、県外や北栄町、湯梨浜町への転出超過 

年齢階級別に人口移動数の推移を見ると、20～24 歳の大学進学や就職のタイミングで大幅

な市外への転出超過となっています。その分、25 歳～29 歳で転入超過となっていますが、転

出超過を取り戻すほどの転入とはなっていません。 

 

■年齢階級別人口移動数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳 
 

近隣市町及び県外との人口移動の差分（社会動態）を見ると、県外へは 75 人の転出超過

となっています。県内へは北栄町や湯梨浜町への転出超過が目立ちます。 

一方、転入超過となっているのは、鳥取市と三朝町となっています。 

 

■平成 26年の主な人口移動状況（転出と転入の差分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 26 年住民基本台帳 

20～24 歳 

進学、就職での流出 

25～29 歳 

流入超過 
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小鴨 

上北条 

 人口増減地区 

中心市街地（駅周辺､打吹地区）は人口減少、用途地域外に増加地区が見られる 

平成 17 年と 27 年の人口増減率を見ると、概ね市街地を形成している用途地域内では人口

が増加している地区が多く見られますが、駅周辺及び打吹地区は人口が減少しています。 

用途地域指定区域外及び都市計画区域外は減少していますが、用途地域周辺では人口が増

加している箇所が見られます。 

■人口増減率図（H27/H17） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
資料：平成 17 年及び平成 27 年国勢調査小地域集計データより作成 

 

 人口集中地区は拡大したが密度は低下、用途地域外で一部拡大 

昭和 60 年と平成 27 年の人口集中地区（ＤＩＤ）を見ると、いずれの年も DID 地区は概ね

用途地域内に分布しています。しかし、面積は約 2 倍増加しているものの、人口は 41％程度

の増加であるため人口集中地区の密度は低下しています。 

上北条地区、小鴨地区では用途地域外に人口集中地区が拡大している箇所が見られます。 

■人口集中地区の変遷（S60→H27） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

※人口集中地区（DID）とは、国勢調査において設定 

される地区で、人口密度が 40 人/ha 以上、かつ、 

互いに隣接する人口が 5,000 人以上となる地区。 

資料：平成 7 年、平成 27 年国勢調査  

表 人口集中地区の比較 

人口集中地区 S60 年 H27 年 増減率 

面積（ha） 270 570 ＋111% 

人口（人） 12,238 17,269 ＋41% 

人口密度 

（人/ha） 
45.3 30.3 －33% 

倉吉都市計画区域 

用途地域 

（H27/H17） 
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 人口・世帯数の将来見通し 

 今後、人口が減少し、少子高齢化が進展すると推計 

平成 22 年国勢調査に基づき、統計的な

手法を用いて推計を行った結果、平成 32

年の人口は約 46,300 人、世帯数は約 17,600

世帯になると予測されます。 

平成 22 年（実績値）と比較して、平成

32 年の年少人口（０～14 歳）は 933 人

（14.2％）、生産年齢人口（15～64 歳）は

5,091 人（17.1％）減少する一方、老年人口

（65 歳以上）は 1,626 人（11.4％）増加し

ており、このままの状況で推移した場合、

今後さらに少子高齢化に拍車がかかるこ

とが懸念されます。 

国立社会保障・人口問題研究所（社人研）の将来推計によると、倉吉市では平成 72 年に

は 28,000 人程度まで減少し、高齢化率は 40％を上回ると推計しています。しかし、倉吉市の

まちの持続性や自立性を維持していくため、第 11 次倉吉市総合計画やその他の取組みにより、

平成 72 年に 35,000 人程度に人口を維持することを目指しています。 

 

■年齢３区分別人口の推移（平成 27 年以降は人口減少対策有無別による推計値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：実績値は国勢調査、推計値は国立社会保障・人口問題研究所、倉吉市独自推計  

注）基準年次の人口・世帯数は平成 22 年国勢調査 
注）年齢 3区分別人口の下段は、総人口に占める比率 

 
資料：第 11 次倉吉市総合計画（後期計画） 

平成22年 平成27年 平成32年

50,720 48,533 46,322

年少人口 6,573 6,090 5,640

（0～14歳）  （％） 13% 13% 12%

生産年齢人口 29,857 27,032 24,766

（15～64歳）（％） 59% 56% 53%

老年人口 14,290 15,411 15,916

（65歳以上） （％） 28% 32% 34%

18,266 18,010 17,591

2.78 2.69 2.63

総人口（人）

総世帯数（世帯）

1世帯あたり人員数（人）

表 人口・世帯数の将来見通し  
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75歳以上 65～75歳 15～64歳 0～14歳 高齢化率社人研 高齢化率独自推計

（人） （％）

推計値55,705
57,251 57,306 56,602 55,669

53,996
52,579

50,720
48,886

46,322

47,126

独自推計値（対策実施）

社会研推計値（対策なし）

45,460
44,035 40,740

37,030

28,017
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45,959 44,968 43,560 42,153
29,317 27,798 26,215 25,034

1,164 1,690 1,889 1,081

4.0%

6.1%
7.2%

4.3%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

0

20,000

40,000

60,000

平成12 平成17 平成22 平成27

15歳以上人口 労働力人口 完全失業者人口 完全失業率
（人）

産業 

 就業者数、事業所数 

 就業者総数は減少傾向、第１次・第２次産業の減少 

産業区分別の人口を見ると、全国的

な人口減少、少子高齢化の影響等によ

り、就業者数は平成 7 年より減少傾向

にあります。特に、第１次と２次産業

の就業者の減少が顕著となっています。 

第３次産業は、卸売・小売り・飲食

店や医療・福祉関連の業種により、ほ

ぼ横ばいの傾向にあります。                      資料：国勢調査 

 失業率は増加傾向にあったが、近年低下の傾向 

就業者人口の減少する中で、完全失業者人口の増加により、完全失業率は増加傾向にあり

ましたが、少子高齢化の影響による人手不足などにより近年失業率は低下の傾向にあります。 

■事業所数・従業者数の推移 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

 事業所数は減少傾向 

事業所数は減少傾向にありますが、従業者数はほぼ横ばいであることから、小規模な事業

所の減少が多いことや、事業所の大型化がうかがえます。 

■事業所数・従業者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 18 年までは事業所・企業統計調査、平成 21 年以降は経済センサス 

5,678 4,791 4,224 3,527 3,043 2,678 2,393 
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6,592 5,383 5,310 
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15,982 
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（人）
■産業３部門別人口の推移 第３次産業

第２次産業

第１次産業

（年度）

3,574 3,561 3,547 3,623
3,309 3,310

3,085 3,140 3,193
2,974 3,018 2,921
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27,854 28,988
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 企業等の進出状況 

 独自性のある企業進出・拡大による雇用創出の進展 

倉吉市への企業の進出状況を見ると、県外

に本社を置く企業の進出が進んでおり、平成

23 年度以降 10 社の企業進出がありました。 

また、既存の 9 社が事業規模の拡大をして

います。これらは、全国トップクラスの行政

の立地助成に加え、太平洋沿岸等で切迫する

大規模災害リスクの回避行動が考えられま

す。鳥取県中部地震の影響は大きくないことから、今後も企業進出が期待されます。 

資料：倉吉市企業進出実績 

また、中心市街地活性化計画に基づく施策の推進による雇用創出の取り組みも進められて

おり、特に、地域の独自性を活かした新しい取り組みが拡がりを見せています。 

 

 

 

 

 

 

 

 中心市街地の商業活動は依然厳しい状況 

山陰道の整備に伴い、買物圏が拡大し、東部・西部圏域の複合商業施設との競争が激化し

ています。また、市内の大型店舗は中心市街地外に多く立地しはじめ、既存商店街と競合し

ています。このため、中心市街地の店舗数が減少し、空き店舗率は約 20％で推移しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：倉吉市平成 25 年空き店舗調査  

進出協定 
締結年度 

 
主な進出企業（業種・本社所在地） 

H23 年度 ㈲ワールドファーム（農産品加工・茨城） 

H24 年度 

㈱ウッドプラスチックテクノロジー 
（プラスチック製造・東京） 
㈱カインズ（情報通信・大阪） 
㈱アイ・オー・プロセス（情報処理・大阪） 
廣川マテリアル㈱（食品容器・大阪） 

H25 年度 
㈱トンボ倉吉工房（スクールウェア・岡山） 
㈱プロビズモ（ソフト開発・島根） 

H26 年度 
富士基礎機械㈱（建設機械部品・兵庫） 
㈱モリタ製作所（医療機器・京都） 
㈱グッドスマイルカンパニー（東京） 

【事例】 

フィギュア製造工場の進出 

グッドスマイルカンパニー（H26.12 進出協定） 

 

 
○マンガ王国鳥取の取組 
○アニメ・フィギュアなどの 
ポップカルチャーの全国的な高まり 

●旧明倫小学校円形校舎の 

フィギュアミュージアム計画（中活計画） 

●「レトロ＆クールツーリズム」の取組 

（観光戦略ビジョン） 

白壁土蔵群などレトロな街並みとフィギュアや 

アニメとコラボしたイベント開催など 
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 工業出荷額・商品販売額 

 工業出荷額は近年微増、商品販売額は大幅な減少 

倉吉市の工業出荷額は、長期的に減少傾向にありますが、近年は横ばいから微増で推移し

ています。一方、商品販売額は、平成 9 年のピーク以降、大幅な減少が続いています。 

■工業出荷額の推移            ■商品販売額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：工業統計調査                資料：商業統計調査 

 

 観光 

 観光入込客数、宿泊者数ともに増加、そのうち外国人宿泊客も増加傾向 

本市への観光入込客数は、平成 25 年度から平成 27 年度にかけて、増加傾向にあります。 

また、観光宿泊客数は平成 22 年度から平成 27 年度にかけて、緩やかに増加しており、外

国人観光客数も、全体のうちのシェアはまだ少ないものの、増加傾向にあります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：倉吉市観光交流課調べ 
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土地利用 

 土地利用の状況 

 用途地域外での宅地化の進行 

用途地域は 942ha あり、そのうち約 6 割は宅地（住宅、商業、工業、公共用地）が占め、

約 1 割の農地が残存しています。土地利用状況を見ると中心市街地には大規模な開発余地は

見当たらないものの、空き家や空き店舗が増えている一方で、用途地域外で宅地化の進行が

見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

用途地域外の 
宅地化の進展 

用途地域外の 

宅地化の進展 
 

企業進出用地
が不足気味 

大規な模開発の余地がない 

空き家、空き店舗が点在 

 
工業地での
住宅地立地 

農地が点在 

農地が点在 

工業地での 
住宅地立地 

用途地域外の 
宅地化の進展 

資料：平成 26 年度 鳥取県都市計画基礎調査 

■土地利用現況図 
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 法令適用状況 

 幹線道路沿いの農振白地地域で開発が進行 

本市の行政区域面積は 27,206ha であり、市域の北東部において、面積の約 1/3 にあたる

9,062ha が都市計画区域に指定されています。 

用途地域は、市街地における用途の混在を防ぐため、大枠の土地利用を定めており、住居

系用途地域が 55％、商業系が 16％、工業系が 29％の面積を占めています。 

そのうち、準工業地域は、大規模集客施設の郊外への拡散を制限し、中心市街地の活性化

を図るため、特別用途地区（大規模集客施設制限地区）が合わせて指定されています。 

 

 

 

 

 

資料：平成 29 年 倉吉都市計画基礎資料 

■用途地域の指定状況 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 25 年 倉吉市都市計画総括図  

519ha 55.1% 150ha 15.9% 273ha 29.0%
第1種
低層
住居
専用
地域

第1種
中高層
住居
専用
地域

第2種
中高層
住居
専用
地域

第1種
住居
地域

第2種
住居
地域

近隣
商業
地域

商業
地域

準工業
地域

工業
地域

工業
専用
地域

面積（ha） 942 19 199 24 263 14 84 66 107 135 31

割合（％） 100.0 2.0 21.1 2.5 27.9 1.5 8.9 7.0 11.4 14.3 3.3

計

住居系 商業系 工業系

区分
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用途地域や農用地区域などの土地利用制限が都市計画区域の概ね全域で適用されていま

すが、用途地域外で国道 313 号など幹線道路沿いに「農業振興地域内農用地区域外農地」（農

振白地）が見られます。 

用地地域外の宅地化等の開発は、農振白地地域で見られます。 

 

■法適用現況図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土数値情報ダウンロードサービスの地域データより作成（平成 27 年現在）  

凡 例 

都市計画区域 

用途地域 

農用地区域 

農業振興地域 

保安林 

国有林 

自然公園地域 
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 開発動向 

 近年の開発面積は横ばい、用途地域内の農地転用件数は横ばい・面積は増加 

平成 13 年以降の開発許可・市街地開発事業による開発面積は低く推移しています。 

農地転用について、用途地域内の転用件数は増減を繰り返し、面積は平成 23 年以降増加

傾向にあります。転用目的の過半数は住宅用地となっています。 

■開発許可・市街地開発の推移       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※開発許可等は、3,000 ㎡を超える民間による開発 

※市街地開発事業等は、土地区画整理事業等の公共開発事業。 

■農地転用の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 26 年度 鳥取県都市計画基礎調査  

H8-12 H13-17 H18-22 H23-25

開発許可等

(ha)
8.19 5.28 2.34 2.18

市街地開発

事業等(ha)
133.83 2.45 1.55 5.83
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土地区画整理事業は、昭和 29年から平成 23年にかけて全 25 地区、面積約 350ha、計画人

口約 27,000 人の市街地整備を行ってきました。 

また、近年（平成 23年度から 25 年度）の開発許可（面積 3,000 ㎡以上）は、商業系及び

工業系の開発が用途地域縁辺部または用途地域外で行われています。 

■宅地開発状況図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 26 年度 鳥取県都市計画基礎調査  

番号 地区名 事業主体 面積(ha) 事業期間 番号 地区名 事業主体 面積(ha) 事業期間
1 上井団地 県住宅供給公社 3.35 S41 14 上井西 組合 1.32 S63～H1
2 福守団地 県住宅供給公社 4.87 S44～S45 15 秋喜第二 組合 1.37 H1～H2
3 生田団地 個人 1.46 S46 16 旭西町 組合 0.83 H11～H12
4 米田 県住宅供給公社 2.61 S46～S47 17 海田東町 組合 1.55 H18～H19
5 生田第二 個人 0.84 S46～S47 18 生田 組合 0.87 H20～H21
6 巌城 個人 2.89 S48 19 上井駅前 倉吉市 13.97 S29～S34
7 東鴨 個人 2.84 S48～S49 20 倉吉駅裏 倉吉市 26.50 S35～S41
8 余戸谷 市開発公社 6.51 S48 21 上灘 倉吉市 112.90 S47～S58
9 和田 県住宅供給公社 4.31 S49～S52 22 河北 倉吉市 88.58 S58～H7
10 長坂 共同 6.78 S46～S51 23 河北第二 倉吉市 45.25 S62～H7
11 福庭 共同 2.13 S52～S53 24 東中学校公園線沿道 倉吉市 1.62 H5～H12
12 第二福守団地 県住宅供給公社 5.56 H4～H6 25 上井羽合線沿道 倉吉市 4.96 H13～H23
13 秋喜 組合 5.05 S58～S60

凡例 

土 土地区画整理事業 位置番号 

■ 住居系開発 

■ 商業系開発 

■ 工業系開発 
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交通 

 交通体系 

 北条湯原道路等幹線道路の整備が進行 

広域的な幹線道路網は、国道 179 号と国道 313 号、国道 313 号のバイパス路線である地域

高規格道路「北条湯原道路」が市中央部を南北に縦貫しています。北条湯原道路は倉吉西イ

ンターチェンンジ以南の整備が進められており、インターチェンジ周辺のアクセス道路も整

備が進められています。 

県道は市街地中心部から放射状に伸び、都市の骨格を形成していますが、市街地内の踏切

部や交通量の多い交差点では混雑発生区間があります。 

市道は、平成 29 年 4 月現在で、延長 66.4km、内改良済は 44.2km で整備率は 66.6％とな

っていますが、生活道路がほとんどであるため、十分な幅員を確保していない箇所がありま

す。 

 

■道路網図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：中部総合事務所管内図（平成 25 年 10 月）より作成 
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 都市計画道路等 

 長期未着手の都市計画道路が存在 

倉吉市の都市計画道路は平成 29 年 4 月現在で、44路線、延長 74.09km、そのうち改良済・

概成済は 54.48km で、整備率は 73.5％と県平均の 63.4％を上回っています。 

平成 24 年度に駅周辺整備（駅橋上化・広場整備、土地区画整理事業）が完了したことか

ら、現在、駅から鳥取看護大学・鳥取短期大学に通じる道路の拡幅や混雑解消に向け、都市

計画道路上井羽合線（旧市道駅北通り線）、倉吉駅河北線（市道八屋福庭線）の整備が進め

られています。その他の未整備路線のほとんどが、長期未着手路線 

になっており人口減少社会を踏まえた計画の見直しが必要と 

なっています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

資料：図面は倉吉都市計画基礎資料、表は都市計画現況調査 

倉吉駅前広場
3.4.1 住吉町倉吉停車場線 0.46(ha) (倉吉駅南側)
3.4.9 上井羽合線 0.3(ha)　(倉吉駅北側)

都市計画駐車場　1箇所
名称 位置 面積 構造階層 収容台数 施工者

新町駐車場 新町三丁目 約0.3 ha 広場式 112台 鳥取県



第２章 倉吉市の現状と課題 

2-25 

 公共交通 

 山間部を中心に公共交通不便地域が多数存在 

ＪＲ倉吉駅は鉄道と多数の路線バスや主要都

市との長距離バスが乗り入れるなど公共交通の

拠点となっています。 

しかし、鉄道利用者の多くは通勤と通学に利

用しており、人口減少や自家用車の普及に伴い、

年々減少傾向にあります。 

 

資料：ＪＲ西日本調べ 

倉吉市では民間バス事業者により、40 系統が運行されており、中心市街地から放射状にバ

スルートが伸びています。特に倉吉駅から打吹地区の間は路線が集中しています。 

しかし、少子高齢化や自家用車の普及に伴い、不採算路線の廃止や運行の見直しが進み、

公共交通空白地区（集落の中心から最寄のバス停まで 500ｍ以上離れ、バス利用が困難な地

区）は、山間部を中心に多数存在し、平地部分においてもこのような地区が見られます。 

このため、北谷地区では予約型乗合タクシーを運行し、高城地区ではデマンドバスの他に、

ＮＰＯたかしろによる過疎地有償運送の取組が行われています。 

現在、中部 1 市 4 町と事業者等で公共交通協議会を組織し、利便性・採算性の確保、利用

の促進や地域ニーズに即した交通手段の提供について検討しています。 

■集落の中心から最寄バス停までの距離 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：第 2期鳥取県中部地域公共交通総合連携計画（平成 28 年 3月） 

予約型乗合タクシー運行
範囲（高城、北谷地区） 

4,784 

4388
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市街地整備 

 中心市街地 

 中心市街地の残存空地の増加 

倉吉駅周辺や打吹地区など中心市街地では、住宅や店舗が減少し、駐車場や空地となって

いる場所が増加しています。 

駐車場に関しては、居住者向けの駐車場や観光用駐車場に使用され、大型店舗跡地も市の

観光駐車場として整備されているものがあります。 

駐車場の増加によって利便性が高まる一方、空地の増加とあわせて街なみが衰退し、にぎ

わいが失われることになるため、有効活用の取組みが必要となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 住宅地等 

 非耐震の木造住宅が多く、空き家は年々増加 

市内には市営住宅が 17団地あり、長寿命化計画に基づき、維持管理を進めています。 

一般住宅については、昭和 56 年 5 月以前に建設された「旧基準建築物」で、耐震性が不

十分な住宅が平成 27 年現在、約 5,000 戸であると推測されており、そのうちのほとんどが木

造住宅となっています。また、少子高齢化による人口減少のため、市全域で空き家が増加し

ており、空き地の増加と併せ重要な問題となっている。 

現在、空き家については、移住・定住者に向け「空き家バンク」による情報提供や空き家

を活用した起業支援を行うとともに、周辺の居住環境を悪化させる危険空き家の改善や除却

の指導等を行っています。 

 

■空き家の軒数 

地区 空き家数 割合 

中心市街地関係地区

（上井、成徳、明倫、

上灘、西郷） 

427 49.9％ 

上記以外の８地区 429 50.1％ 

合 計 856 100 ％ 

資料：倉吉市調べ（平成 29 年 2月現在） 
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 景観形成 

 豊富な自然や歴史・文化遺産を有している 

景観計画に基づき、倉吉市全域を景観計画区域とし、建築物・工作物の形態・意匠、高さ

等の制限を行い、良好な景観形成に努めています。このうち、景観形成上特に重要な区域（景

観形成重点区域）として以下の区域を定めています。 

区域名 位置 備考 

打吹公園 仲ノ町 倉吉都市計画公園（総合公園） 

伯耆国分寺跡 国府・国分寺 国指定史跡 

伯耆国府跡国庁跡 国府・国分寺 国指定史跡 

伯耆国府跡法華寺畑遺跡 国府・国分寺 国指定史跡 

大御堂廃寺跡 駄経寺町二丁目 国指定史跡 

また、国指定天然記念物である波波伎神社社叢をはじめ、市内に残されている数多くの歴

史文化遺産は、本市の貴重な財産であり、適切な保護と活用に努めることが極めて重要です。 

 
 

打吹地区のうち、赤瓦・白壁土蔵群周辺は、倉吉市打吹玉川

伝統的建造物群保存地区 9.2ha に指定されており、まちなみの

保存を進めています。また、まちなみを活かした住宅地形成を

図るため、建物や道路空間などの、まちなみ環境の整備を併せ

て進めています。今後、地区西側の歴史的な施設やまちなみを

含めた地区全体の一体性や回遊性が必要となっています。 

  

関金温泉は、市内唯一の温泉地を形成し、平成 29 年に開湯

1300 年を迎えています。山陰旅行の周遊先として認知度は高

くありませんが、近年農家民泊など体験型教育旅行の人気が高

まっており、受入体制の確保などの環境整備が課題となってい

ます。 
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都市環境 

 公園緑地の適切な管理・保全が不可欠 

 公園・緑地 

平成 29 年 4 月現在、都市計画公園は、市内に 25 か所、76.29ha が計画決定されており、

全てが供用済みとなっています。人口一人当たりの公園整備面積は約 16㎡となっており、鳥

取県平均約 14㎡/人を上回っています。また、都市公園以外の上灘中央公園などが 114 か所、

14.8ha あり都市公園と伴に市民の憩いの場となっています。 

倉吉市は、打吹山に代表される山々の緑、河川沿いの緑、田園地帯の緑など、市域全体が

豊かな緑に包まれており、東には三朝東郷湖県立自然公園区域が指定され、西には大山隠岐

国立公園区域が指定されています。 

打吹山を含む打吹公園は、総合公園として運動

施設や博物館を有し、さくら名所 100 選に選定さ

れるなど市の象徴的な施設となっています。 

近年は豊かな自然や歴史的な景観にふれるウ

ォーキングが日常的にまたイベントとして親しま

れており、ゆとりと潤いのある生活環境のニーズ

を踏まえた、公園・緑地の適切な管理・保全や施設の充実が不可欠となっています。 

 下水道等の人口普及率は高いが水洗化に遅れ、内水・浸水被害リスクがある 

 下水道・河川 

本市の生活排水処理は、公共下水道のほか

農業・林業集落排水及び合併浄化槽で整備を

進めており、平成 29 年３月現在人口普及率

は 93.6％と鳥取県平均 93.1％を上回ってい

ます。しかしながら、水洗化率は 84.3％と低

く水洗化を促進していく必要があります。    資料：平成 28 年度 生活排水処理施設整備状況 

また、公共下水道事業による雨水排水施設の整備率は 18.0％と低いため、内水被害対策の

進捗を高める必要があります。 

一級河川天神川は、支川の国府川、小鴨川と合流し、日本海に注いでいますが、他の一級

河川と比べて急勾配な上、洪水時の河川水位は周辺地盤より高い区間があるため、深刻な被

害をもたらす可能性があります。このため中小河川も含め堤防整備などの浸水対策の促進が

重要な課題となっています。 

天神川及び小鴨川は平成 27 年に全国で水質が最も良好な河川のひとつに選れるなど水質

は極めて良好で、流域には親水施設の「水辺の楽校」が４か所（河北、高城、上小鴨、関金）

に整備され、地域のイベントや学校の授業などに活用されるとともに、地域での維持管理が

行われています。 

生活排水処理施設整備状況
公共
（特環）
下水道

農業
集落
排水

林業
集落
排水

合併
浄化槽

計

人口 36,771 7,098 25 1,093 44,987

割合 76.5% 14.8% 0.05% 2.3% 93.6%

人口 31,168 5,617 25 1,093 37,903

割合 69.3% 12.5% 0.1% 2.4% 84.3%

普及率

水洗化率

区分
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 公共建築物の老朽化が顕著、県立美術館整備への対応推進 

 その他の都市施設 

平成 29 年 4 月現在、都市計画決定されたその他の都市施設としては、汚物処理場、ごみ

処理場、市場、火葬場がそれぞれ１箇所ずつ指定されており、周辺自治体と共同利用を行っ

ています。 

都市施設を含む市所有の公共建築物全体をみると棟数、延床面積のいずれにおいても、経

過年数 30 年以上の建築物の割合が約 4 割、30 年未満の割合が約 6 割となっており、特に子

育て支援施設、行政系施設、上水道施設などにおいては、経過年数 30年以上の割合が半数を

超え、施設の老朽化が顕著となっています。 

また、平成 28 年度に倉吉パークスクエア内のラグビー場に建設されることが決まった県

立美術館については、今後、周辺施設との連携や交通環境の整備など、県立美術館の機能を

最大限に発揮されるまちづくりに取組んでいく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：倉吉市公共施設等総合管理計画（平成 29 年 3 月） 建物経過年数より 
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■都市計画公園 位置図 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：図面は倉吉都市計画基礎資料、表は都市計画現況調査  

箇所数 面積 箇所数 面積 箇所数 面積 箇所数 面積 箇所数 面積 箇所数 面積
計画 25 76.29 21 4.76 1 1.30 1 48.50 1 17.40 1 4.33
供用 25 76.29 21 4.76 1 1.30 1 48.50 1 17.40 1 4.33

箇所数 面積
計画 1 0.17
供用 0 0.00

運動公園 特殊公園

緑地

合計 街区公園 近隣公園 総合公園

整備済 
 
事業中 
 
未整備 
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公共下水道範囲 

■公共下水道、その他の都市施設 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：図面は倉吉都市計画基礎資料、表は都市計画現況調査  

都市計画汚物処理場　1箇所

計画 供用 計画 供用 計画 供用

都市計画ごみ処理場　1箇所

計画 供用 計画 供用 計画 供用

都市計画市場　1箇所

計画 供用 計画 供用 計画 供用

都市計画火葬場　1箇所

計画 供用 計画 供用

面積（ha） 処理能力（kl/日）

1 1 3.1 3.1 140 140

名　称

名　称

名　称
箇所数

1 1

箇所数

箇所数

1 1

箇所数

倉吉斎場

倉吉総合卸売市場

ほうきリサイクルセンター

中部クリーンセンター

名　称
処理能力（kl/日）

2.0 2.0 130 130

面積（ha） 処理能力（t/日）

9.74 9.74 200 200

面積（ha）

面積（ha）

1 1 1.37 1.37

倉吉斎場 新町駐車場 

倉吉ポンプ場 

ほうきクリーンセンター 上井第一ポンプ場 

中部クリーンセンター 

倉吉総合卸市場 
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都市の安全 

 防災・減災対策の推進、地域防災力の強化 

全国で自然災害が頻発し、本市においても地震、水害、土砂災害、雪害など様々な災害に

見舞われています。特に平成 28 年 10 月 21 日に発生した鳥取県中部を震源とする地震（以下

「鳥取県中部地震」という）は最大震度６弱を記録し、市全域で道路、水道、下水道などの

ライフラインや住宅、学校等の公共施設などに甚大な被害をもたらしました。 

近年実施した市庁舎や学校などの耐震化の取り組みもあり、倒壊など壊滅的な被害は受け

ませんでしたが、あらためて耐震化など防災・減災対策の推進や、災害時に市民が一体とな

って対応する地域防災力の強化の重要性が再認識されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■近年の主な自然災害 

区分 時 期 概要 

大雪 平成 22 年 12 月､1 月 
琴浦町～大山町間でタンクローリーの事故により、国道9号の約

1000台が年末から元旦にかけて立ち往生。市内では倒木や農作物・

農業用ビニールハウスなどに被害が発生 

台風 平成 23 年 9 月 
12号、15号の接近に伴い、関金町野添・米富地区をはじめ、市内各

地で土砂崩れや床上・床下浸水、田畑の冠水や公共交通が運休 

地震 平成 28 年 10 月 
21日に発生した地震は震度6弱（マグニチュード6.6）を観測し、住

家や公共公益施設、文化財、農産物等の大規模な被害が発生 

大雪 平成 29 年 1 月､2 月 
1月22日～24日にかけて平野部で49cmの積雪。2月9日～11日にかけ

て観測史上最高の61cmの積雪。道路通行規制や公共交通機関の運

休・遅延などの交通障害、学校の臨時休業などの被害が発生 

 

 バリアフリーのまちづくりの推進 

住み慣れた地域で、健康で豊かさを実感できる暮らしを送るため、より多くの方が公共交

通を使いながら支障なく円滑に移動できる交通環境を作り出すため、安心して住み続けられ

るバリアフリーを基本とするまちづくりが求められています。 

しかし、市内には歩道が必要な道路や段差や傾斜のある道路など整備の必要な道路が多く

残っています。 
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３．市民の意向 

倉吉市民意識調査（倉吉市調査） 

 調査の概要 

倉吉市民意識調査の概要を以下に示します。 

 目的：より効率的で質の高い行政サービスの実現をめざし、市民の生活実態、問題意識や

行動実態などの現状値を把握し、今後の市政運営の参考とすること。 

 期間：平成 28年 4月 29 日（金）～5月 31 日（火）、方法：郵送配布・回収方式 

 対象：平成 28年 4月 22 日現在、本市に在住する 20 歳以上の男女を無作為抽出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民意識調査よりマスタープランに関する設問を以下のように抜粋しました。 

マスタープランの検討事項 市民意識調査の設問 

 土地利用に関する事項 問 44④  土地利用バランス 

 交通に関する事項 
問 44①②  幹線道路網、生活道路の整備状況 

問 41-43  移動手段、公共交通満足度、バス利用 

 市街地整備に関する事項 

問 44③  住環境の整備状況 

問 44⑤  市街地景観、街並み状況 

問 46②  景観保全・緑化推進状況 

 都市環境に関する事項 

問 45  自然環境の保全状況 

問 46①  公園・緑地の整備状況 

問 47  森林保全の重要性 

 都市防災・安全形成に関する事項 問 23①  防災体制の状況 

年度 配布数 回収数 回収率 

平成 28 年度 2,500 通 1,154 通 46.2% 

平成 19 年度 2,000 通 940 通 47.0% 



第２章 倉吉市の現状と課題 

2-34 

 アンケート結果 

 土地利用のバランスが取れていないと思う人が半数を超える 

 

■問 44④ 土地利用バランス 

あなたは、倉吉市は市全体が、自然、商業・工

業地域、居住地域などの土地利用のバランスがと

れていると思いますか。 

 

 「１．そう思う」「２．どちらかと言えばそ

う思う」と答えた人は 28.9％ 

 「３．どちらかといえばそう思わない」

「４．そう思わない」と答えた人は 53.1％ 
 
 

 公共交通の利用者は少ないものの、利用者の多くは不便を感じている 

 

■問 41 主な移動手段 

あなたの主な移動手段は何ですか。 

 

 「３．鉄道、バス、タクシーなどの公共交

通」は 6.1％と 1割を下回る 

 「２．バイクもしくは自動車」は 79.5％、

「１．徒歩もしくは自転車」は 14.4％ 

 
 
 
 
 

■問 42 公共交通満足度 

問 41で、主に「３.鉄道、バス、タクシー

などの公共交通」を移動手段としている方に

お伺いします。日常的に市内の公共交通の便

に不便を感じることはありますか。 

 

 「１．日常的に不便を感じている」

「２．たまに不便を感じる」と答えた

人は 71.9％ 

 「３．あまり不便を感じない」「４．

不便を感じることはない」と答えた人は 28.1％ 

  

71.9％ 

28.1％ 

28.9％ 

53.1％ 



第２章 倉吉市の現状と課題 

2-35 

■問 43 バス利用実態 

あなたは、過去１年間のうちにどのくらいの頻度で路線バスを利用していますか。 

 

 「１．いつも利用している」「２．時々

利用している」と答えた人は 15.1％ 

 「３．あまり利用していない」「４．全

く利用していない」と答えた人は 84.9％ 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 幹線道路網や生活道路が充実していないと思う人が約 4 割 

 

■問 44① 幹線道路網整備状況 

あなたは、国道、県道など市内外を結ぶ幹線道

路網が充実していると思いますか。 

 

 「１．そう思う」「２．どちらかと言えばそ

う思う」と答えた人は 52.2％ 

 「３．どちらかといえばそう思わない」

「４．そう思わない」と答えた人は 38.0％ 

 

 

■問 44② 生活道路の整備状況 

あなたのお住まいの地域の生活道路は、通行

しやすく、歩行しやすい道路となっています

か。 

 

 「１．そう思う」「２．どちらかと言えば

そう思う」と答えた人は 57.5％ 

 「３．どちらかといえばそう思わない」

「４．そう思わない」と答えた人は 39.6％ 

 
 
 
 
 
 
 

15.1％ 

84.9％ 

52.2％ 

38.0％ 

57.5％ 39.6％ 
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 ゆとりとうるおいある良い住環境が整っていないと思う人は約 3 割 

良好な景観形成や緑化推進がされていないと思う人は約 4 割 
 

■問 44③ 住環境の整備状況 

あなたのお住まいの地域は、ゆとりと潤いの

あるよい住環境が整っていると思いますか。 

 

 「１．そう思う」「２．どちらかといえば

そう思う」と答えた人は 59.2％ 

 「３．どちらかといえばそう思わない」

「４．そう思わない」と答えた人は 31.7％ 

 
 
 
 

■問 44⑤ 市街地景観、街並み状況 

あなたのお住まいの地域は、市街地の景観や街

並みが優れていると思いますか。 

 

 「１．そう思う」「２．どちらかと言えばそ

う思う」と答えた人は 43.3％ 

 「３．どちらかといえばそう思わない」

「４．そう思わない」と答えた人は 40.8％ 

 

 

 

 
 

■問 46② 景観保全・緑化推進状況 

倉吉市では、景観の保全や緑化の推進を行ってい

ますが、それらの取組が進んでいると思いますか。 

 

 「１．そう思う」「２．どちらかと言えばそう

思う」と答えた人は 40.1％ 

 「３．どちらかといえばそう思わない」「４．

そう思わない」と答えた人は 37.7％ 

 

 

 

 

 

 

59.2％ 

31.7％ 

43.3％ 

40.8％ 

40.1％ 

37.7％ 
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 自然環境や森林などの保全意識は高いが、 

公園や緑地などの憩いの場が整備されていないと思う人が約 4 割 

 

■問 46① 公園・緑地の整備状況 

あなたのお住まいの地域は、公園や緑地などの

憩いの場が整備されていると思いますか。 

 

 「１．そう思う」「２．どちらかと言えばそ

う思う」と答えた人は 49.0％ 

 「３．どちらかといえばそう思わない」

「４．そう思わない」と答えた人は 44.5％ 

 
 
 
 
 

■問 45 自然環境の保全状況 

あなたのお住まいの地域では、水と緑の豊

かな自然環境が大切に守られ、育てられてい

ると思いますか。 

 

 「１．そう思う」「２．どちらかと言え

ばそう思う」と答えた人は 72.5％ 

 「３．どちらかといえばそう思わない」

「４．そう思わない」と答えた人は

17.8％ 

 

■問 47 森林保全の重要性 

あなたは、市内の森林が保全されることを大

切だと思いますか。 

 

 「１．そう思う」「２．どちらかと言え

ばそう思う」と答えた人は 95.4％ 

 「３．どちらかといえばそう思わない」

「４．そう思わない」と答えた人は

4.6％ 

 

  

44.5％ 

72.5％ 17.8％ 

49.0％ 

95.4％ 

4.6％ 



第２章 倉吉市の現状と課題 

2-38 

 災害に備えた防災体制が整っていないと思う人は約 4 割 

 

■問 23 防災体制の状況 

あなたのお住まいの地域では、いつどこで起きるかわからない災害に備えた防災体制が整っ

ていると思いますか。 

 

 「１．そう思う」「２．どちら

かと言えばそう思う」と答えた

人は 37.5％ 

 「３．どちらかと言えばそう思

わない」「４．全くそう思わな

い」と答えた人は 41.9％ 

 

 

 

  

37.5％ 

41.9％ 
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都市計画（まちづくり）アンケート（鳥取県調査） 

 アンケートの概要 

都市計画アンケートの概要を以下に示します。 

 目的：都市づくりに対して住民が日常的に感じていること、意見、要望等を尋ね、都市計

画区域マスタープランを更新するための貴重な意見として活用すること。 

 期間：平成 26年 10 月 10 日（金）～10月 20 日（月）、方法：郵送配布・回収方式 

 対象：平成 26年 9月 1日現在、倉吉市に在住する 20 歳以上の男女を無作為抽出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画アンケートよりマスタープランに関する設問を以下のように抜粋しました。 

マスタープランの検討事項 都市計画アンケートの設問 

各種整備に関する事項 問１ 生活環境に関する満足度・重要度 

都市づくりの目標に関する事項 問２ まちづくりの方向性 

土地利用に関する事項 

問３ 都市計画区域の範囲 

問４ 土地利用の現状と今後の方向性 

問５ 土地利用の規制手法 

問６ 土地利用の緩和手法 

区分 配布数 回収数 回収率 

倉吉市全体 790 通 269 通 34.1% 

 都市計画区域 715 通 234 通 32.7％ 

 都市計画区域外 75 通 35 通 46.7％ 

男
43.6%

女
56.4%

5年以内
9.4%

6～10年
7.9%

11～20年
14.7%

21～30年
15.1%

31年以上
52.8%

20歳代
4.5% 30歳代

8.6%

40歳代
13.1%

50歳代
20.2%

60歳代
23.6%

70歳代以

上
30.0%
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 アンケート結果 

■問 1 生活環境に関する満足度・重要度（都市計画区域内） 

あなたがお住まいの地区（⇒自治会や町内会レベルの区域）の生活環境について、現状に

どの程度満足していますか。また、今後の重要度をどうお考えですか。各項目に対して、あ

てはまるものを１つ選んでその番号に○をつけてください。 

 

生活環境 

現状の満足度 今後の重要度 

満 
 

足 

や
や
満
足 

普
通(
わ
か
ら
な
い) 

や
や
不
満 

不 
 

満 

重 
 

要 

や
や
重
要 

普
通(

わ
か
ら
な
い) 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

記入例）現状の満足度が｢満足｣、今後の重要度

は｢あまり重要でない｣の場合 
１ 2 3 4 5 1 2 3 ４ ５ 

１：区画が整ったまちなみ 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

２：国道・県道などの幹線道路の整備 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

３：地域内の身近な道路の整備 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

４：高齢者や障がい者にやさしい環境 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

５：公共交通機関の充実 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

６：市街地や駅周辺の交通環境・駐車場整備 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

７：住宅地や住宅団地の整備 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

８：市街地の商店街の整備 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

９：幹線道路沿道におけるスーパーなどの商業施設の整備 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

10：工業地や工業団地の整備 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

11：上水道・下水道の整備 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

12：河川の治水対策 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

13：公園（広場、グラウンド、緑地）の整備 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

14：美しい景観・自然保護のための施策 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

15：災害に強いまちづくり 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

16：歴史文化遺産や伝統芸能の保護、保存 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

17：農業の振興 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

18：観光の振興 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

19：若者の定住促進のための施策 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

評価点 2 1 0 -1 -2 2 1 0 -1 -2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜満足度の評価点 計算方法＞ 

・「満足」を＋2 点、「やや満足」を＋1 点、「普通(わからない)」を 0 点、「やや不満」を－1 点、「不満」を－2 点として計算し、無回答を除く回

答者数で平均したもの。 

 

評価点＝ 
（2 点×「満足」の回答者数＋1点×「やや満足」の回答者数－1 点×「やや不満」の回答者数－2 点×「不満」の回答者数） 

無回答を除く回答者数 

＜重要度評価点 計算方法＞ 

・「重要」を＋2点、「やや重要」を＋1点、「普通(わからない)」を 0点、「あまり重要でない」を－1点、「重要でない」を－2点として計算し、無

回答を除く回答者数で平均したもの。 

 

評価点＝ 
無回答を除く回答者数 
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取り組み優先度が特に高いもの（満足度がﾏｲﾅｽ評価で重要度がﾌﾟﾗｽ評価）は、 

「若者の定住促進のための施策」、「災害に強いまちづくり」、「高齢者や障が

い者にやさしい環境」 

 

 生活環境に関する各項目について、【現状の満足度】と【今後の重要度】に評価点を与

えて計算し、縦軸と横軸の組み合わせにより 4つの領域（象限）に区分して、今後の取

り組み優先度として評価しました。 

 その結果、取組み優先度が特に高い領域(＝満足度がマイナス評価、重要度はプラス評

価)のうち、「19.若者の定住促進のための施策」や「15.災害に強いまちづくり」「4.

高齢者や障がい者にやさしい環境」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

-2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0

今
後
の
重
要
度

現状の満足度

1

2

3

4

5

8

7

6

10

9
11

12
13

14

15

18

17

16

19

１：区画が整ったまちなみ 

２：国道・県道などの幹線道路の整備 

３：地域内の身近な道路の整備 

４：高齢者や障がい者にやさしい環境 

５：公共交通機関の充実 

６：市街地や駅周辺の交通環境・駐車場整備 

７：住宅地や住宅団地の整備 

８：市街地の商店街の整備 

９：幹線道路沿道におけるスーパーなどの商業施設の整備 

10：工業地や工業団地の整備 

11：上水道・下水道の整備 

12：河川の治水対策 

13：公園（広場、グラウンド、緑地）の整備 

14：美しい景観・自然保護のための施策 

15：災害に強いまちづくり 

16：歴史文化遺産や伝統芸能の保護、保存 

17：農業の振興 

18：観光の振興 

19：若者の定住促進のための施策 

取組み優先度が特に高い領域 
(＝満足度がマイナス評価、重要度はプラス評価) 

取組み優先度が高い領域 
(＝満足度・重要度ともにプラス評価) 

 

 

 
 

取組み優先度が低い領域 
(＝満足度・重要度ともにマイナス評価) 

 

 

 
 

取組み優先度が特に低い領域 
(＝満足度がプラス評価、重要度がマイナス評価) 

今
後
の
重
要
度 

現状の満足度 

-2.0         -1.0          0          1.0          2.0 

【今後の取組みの優先度】 
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13.9%

10.3%

17.9%
57.8%

1.もっと拡大すべきである

2.もっと縮小すべきである

3.現状を維持すべきである

4.よくわからないが、特段

支障を感じていない

75.7％

9.0%

10.0%

30.3%

50.2%

0.5% 1.無秩序に市街化が広

がっているので、もっと規

制を強めるべき

2.規制によって自由な開発

ができないので、もっと規

制を緩和すべき

3.ある程度まとまりのある

市街地になっているので、

現状のままでよい

4.よくわからないが、特段

の支障を感じない

5.その他

80.5％

 まちづくりの方向性は「福祉・医療」「災害」「子育て・教育」の充実 
 

■問 2 まちづくりの方向性（都市計画区域内） 

今後、あなたがお住まいの地区（⇒自治会や町内会レベルの区域）ではどのような方向の

まちづくりを進めるのがよいと思いますか。 

 まちづくりの方向性は、

『福祉や医療が充実した健

康福祉のまち』が最も重視

され、『災害に対する備え

が充実したまち』『子育て

支援や教育施設などが充実

したまち』が続きます。 
 

 都市計画区域の範囲に支障を感じてない、および、現状維持すべき が約 8 割 
 

■問 3 都市計画区域の範囲について（都市計画区域内） 

「都市計画区域」とは、計画的にまちづくりを行う区域です。倉吉市の今後の都市計画区

域の範囲について、あなたの考えに近いものを１つ選んでください。 

 大部分の方は支障を感じておらず、現状維持の意向と支障を感じていない人の割合の合

計は、75%を超えています。 

 

 

 

 

 

 
 

 土地利用規制に支障がない、および、現状のままでよい が約 8 割 
 

■問 4 土地利用の状況と今後の方向性（都市計画区域内） 

倉吉市の都市計画区域内の土地利用の状況と今後の方向性について、あなたの考えに近い

ものを１つ選んでください。 

 大部分の方は支障を感じておらず、現状維持の意向と支障を感じていない人の割合の合

計は、80%を超えています。 
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■土地利用規制に関する意向（問 4で「もっと規制を強めるべき」とした回答者が対象） 

倉吉市では現在行っていませんが、土地の利用の規制方法として、この他に、都市計画区

域を「市街化区域」と「市街化調整区域」に区分する方法があります。「用途地域」の指定

よりも、都市計画区域を「市街化区域」と「市街化調整区域」に区分する方法の方が、より

強い規制となります。 

以上のことを踏まえ、都市計画区域の今後の土地利用規制のあり方について、あなたの考

えに近いものを１つ選んでください。 

 問 4-1 で規制を強化すべきと考える人は 18人で、そのうちの 72.2％（13 人）は、区域区

分を導入するべきと考えています。（全回答者 269 人の約 5％） 

 また、区域区分は行わないが、用途地域による規制を強化すべきと考える人は 22.2％（4

人）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

■土地利用緩和に関する意向（問 4で「もっと規制を緩和するべき」とした回答者が対象） 

倉吉市の都市計画区域の今後の土地利用規制のあり方について、あなたの考えに近いもの

を１つ選んでください。 
 

 規制を緩和するべきと考える人は 23 人で、そのうちの 65.2％（15 人）は用途地域指定

範囲・内容を見直すべきと考えています。（全回答者 269 人の約 6％） 

 また、用途地域の撤廃と考える人は 30.4%（7 人）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.「市街化区域」と「市街

化調整区域」の区分を

行った方がよい72.2%2.「市街化区域」と「市街

化調整区域」の区分は

行わないが、「用途地

域」による規制を強化す

べきである

22.2%

3.その他

5.6%

実数：13人／269人

回答者全体の約5％

区域区分をすべきと選択した主な理由

・秩序の維持に必要

・農業の発展を視野に入れると調整

区域が必要

1.住居地域・商業地域・

工業地域などを定める

「用途地域」の指定範

囲・内容を見直すべき

である
65.2%

2.住居地域・商業地域・

工業地域などを定める

「用途地域」を撤廃すべ

きである
30.4%

3.その他

4.3%

実数：15人／269人

回答者全体の約6％

用途地域を見直すべきと選択した主な理由

・倉吉自体は広い地域ではない

・住んでいる地域によって買い物や仕事に遠く

不便になる
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４．都市整備上の課題の整理 

上位計画、倉吉市の現状特性と問題点から見た課題、市民の意向から見た課題を踏まえ、都市計画の観点から都市整備上の課題を以下に整理します。  

項目 倉吉市の現状特性と問題点 市民意識調査、都市計画アンケート 主な取組状況 都市整備上の課題 

広
域
性 

○鳥取県中部圏域における行政・経済・文化活動の中心都市を形成 

 

  ○中部圏の中心的役割を果たす都市の形成 

・隣接自治体との調和と連携 

・交通基盤の整備 

人
口 

○人口減少・少子高齢社会の進行 

・人口増加の要因が少ないため人口減少、小規模世帯の増加 

・市街地を形成している用途地域の人口減少が多い 

・少子高齢化の進行、年少者より高齢者のほうが多く、約３人に１人は高齢者 

・高齢化率は中心市街地が高い 

・進学や就職により人口流出、県外や北栄町、湯梨浜町への転出超過 

・中心市街地（駅周辺、打吹地区）は人口減少 

・用途地域外に増加地区が見られる 

・人口集中地区（DID）は拡大したが密度は低下、用途地域外で一部 DID が拡大 

・今後、人口が減少し、少子高齢化が進展すると推計 

 

○災害、福祉・医療、子育て・教育の充実 

・まちづくりの方向性について「福祉・医療」

「災害」「子育て・教育」の充実の回答が

多い。 

○若者定住、災害、やさしい環境等の対策 

・取り組み優先度について「若者の定住促進

のための施策」、「災害に強いまちづくり」、

「高齢者や障がい者にやさしい環境」の回

答が多い。 

 

○第 11 次倉吉市総合計画【後期基本計画】（H28 年３月） 

○倉吉市まち・ひと・しごと創生総合戦略（H27 年 10 月） 

・人口減少を減速させる各種施策の推進 

○安心安全で快適なまちづくりの推進  

・防災対策 

・子育て環境など人にやさしい環境整備 

・高齢化社会への対応 

○移住定住対策・雇用創出の推進 

・企業の進出拡大用地への対応 

・交通基盤の整備 

○中心市街地活性化の推進 

・中心市街地の高齢化への対応 

・用途地域外の市街地化への対応 

○計画的な市街地形成の誘導 

・用途地域等指定の見直・検討 

 

産
業 

○就業者数・事業所数ともに減少傾向 

・就業者総数は減少傾向、第 1、第 2 次産業の減少 

・失業率は増加傾向にあったが、近年減少の傾向 

・事業所数は減少傾向 

○独自性のある企業の進出・拡大による雇用創出の進展 

・平成 23 年以降、９社の規模拡大と 10 社の企業進出 

○中心市街地の商業活動は依然厳しい状況 

・中心市街地外への大型店立地 

・店舗減少、空き店舗率 20％ 

○工業出荷額は近年微増、商品販売額は大幅な減少 

○観光客は増加傾向、外国人も増加傾向 

・観光入込客数、宿泊者数ともに増加、そのうち外国人宿泊客も増加傾向 

 

 

○西倉吉工業団地の整備・拡充 

○テクノパーク灘手新設（H25 年） 

○大谷工業団地拡大（H27 年） 

○国道 313 号北条湯原道路の整備促進（H25 年倉吉西 IC ま

で供用） 

○準工業地域への大型店舗の規制 

○中心市街地活性化基本計画の推進（H27年7月～） 

○「レトロ＆クールツーリズム」の推進 

 ・伝統的街並みとアニメ・フィギュアなどポップカルチ

ャーとのコラボイベント開催等 

○第 1・第 2 次産業の振興 

・優良農地の保全 

・企業の進出拡大用地の確保・誘導 

・交通基盤の整備 

○中心市街地活性化の推進 

・にぎわいのある中心市街地の再興 

・魅力ある商業地の育成 

○観光資源の活用 

・外国人等観光客の受入環境の整備 

１ 

土
地
利
用 

○用途地域外で宅地化の進行 

・用途地域の約 6 割は宅地、約 1 割の農地が残存するが、用途地域外で宅地化 

○幹線道路沿いの農振白地地域で開発が進行 

・用途地域と農用地区域で土地利用を制限 

・幹線道路沿いの農振白地地域で宅地化等の開発が進行 

・近年の開発面積は横ばい、用途地域内の農地転用件数は横ばい、面積は増加 

○バランスのとれた土地利用の誘導 

・土地利用のバランスが取れていないと思う

人が半数を超える 

○都市計画区域の範囲は現状維持 

・都市計画区域の範囲に支障を感じてない、

および、現状維持すべきが約 8 割 

○西倉吉工業団地の整備・拡充 

○テクノパーク灘手新設（H25 年） 

○大谷工業団地拡大（H27 年） 

○準工業地域への大型店舗の規制 

○用途地域変更 

 ・駅前の１種工業地域→近隣商業地域 

 ・西倉吉の準工業地域→１種住居地域 

○農業振興地域整備計画により農地を保全 

 

○計画的な土地利用の推進 

・市街地の無秩序な外延化を抑制し市街地の都

市機能を維持（コンパクトな都市づくり） 

・市街地内農地の活用 

・優良農地、森林地域の保全 

 

２ 
 

交
通
体
系 

○北条湯原道路等幹線道路の整備が進行 

・国道 2 本と北条湯原道路で広域幹線道路網を形成 

・アクセス道路の整備促進 

・生活道路の改善、通過交通の円滑化 

○長期未着手都市計画道路が存在 

・社会状況等を踏まえ長期未着手の都市計画道路の存続、廃止等の見直しが必要 

○山間部を中心に公共交通不便地域が多数存在 

・バス路線の縮小や高齢化の進行により交通手段の確保が必要 

○幹線道路網、生活道路の整備 

・幹線道路網や生活道路が充実していないと

思う人が約 4 割 

○公共交通の利便性向上 

・公共交通の利用者は少ないものの、利用者

の多くは不便を感じている 

○国道 179 号 JR 跨線橋の拡幅（H21 年） 

○小田橋西詰で鉄道と県道の立体交差整備（H21 年） 

○倉吉駅の橋上化、自由通路整備完了（H24 年） 

○北条湯原道路の整備（H25 年倉吉西 IC 供用） 

○駅周辺の通過交通排除のため、県道上井北条線（旧市道

駅北通り線）の整備着手（H29 年～） 

 

 

○交通基盤の整備 

・地域高規格道路北条湯原道路の整備促進 

・中心市街地と市・町を結ぶ幹線道路の強化 

・通過交通の円滑化、交通渋滞の解消 

・生活道路の改善 

・老朽化対策 

・通学路対策 

○長期未着手の都市計画道路の見直し 

○公共交通ネットワークの維持 

 

※広域性・人口・産業の都市整備上の課題は、各都市整備方針の項目（土地利用、交通体系、市街地整備、都市環境、都市防災・安全形成）に共通する課題。 

※主な取組状況は前マスタープラン（H20 年策定）以降のまちづくりに係る主な取組を記載 

 

この部分は現状特性と問題点を示しています 課題はこの部分のみです 
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項目 倉吉市の現状特性と問題点 市民意識調査、都市計画アンケート 主な取組状況 都市整備上の課題 

３ 

市
街
地
整
備 

拠
点
整
備
・
景
観
・
住
宅
等 

○中心市街地の残存空地の増加 

・駅周辺、打吹地区など中心市街地に駐車場や空地が増加し、空洞化が進行 

○非耐震の木造住宅対策、深刻な空き家の増加 

・非耐震の木造住宅が多く残っている 

・市全域で空き家が増加、特に中心市街地で顕著 

○豊富な歴史文化遺産を有している 

・白壁土蔵群など歴史文化遺産など地区全体の一体性や回遊性の確保 

 

○良好な住環境の形成 

・ゆとりとうるおいある良い住環境が整って

いないと思う人は約 3 割 

・良好な景観形成や緑化推進がされていない

と思う人は約 4 割 

○上井羽合沿道土地区画整理事業の完了（H24 年） 

○伝建地区の拡大（H22年） 

○倉吉打吹玉川伝統的建造物群保存修理修景事業実施

（H20 年～） 

○倉吉市まちなみ修景施設整備業実施（H18 年～） 

○まちなみ環境整備事業実施 

 ・市道仲ノ町明治町２丁目線の道路美装化（H24年） 

 ・市道葵町堺町３丁目線の道路美装化（H25年） 

○倉吉市営住宅長寿命化計画策定（H22年～） 

 

○中心市街地の活性化 

・残存空地の有効活用 

○空き家対策の推進 

・危険空き家の対策 

・空き家の有効活用 

○耐震化の促進 

・公共施設の耐震化 

・屋内建築物・住宅の耐震化 

○移住定住対策の推進 

○歴史文化と調和した市街地形成 

・まちなみ保全型の市街地整備 

 

４ 

都
市
環
境 

①
公
園
・
緑
地 

○公園・緑地の適切な管理保全が不可欠 

・都市公園１人当たり 16 ㎡で県平均（14 ㎡）を上回る 

・国立・県立の自然公園を有する 

 

 

○公園・緑地の充実 

・自然環境や森林などの保全意識は高いが、

公園や緑地などの憩の場が整備されていな

いと思う人が約４割 

 

○倉吉市都市計画公園施設長寿命化対策支援事業の実施

（H25年） 

○保存樹及び保存林の指定（116か所） 

○国指定天然記念物波波伎神社社叢の保存管理計画を策

定（H29年～） 

○倉吉景観計画の変更（H22年） 

 

 

○公園・緑地の整備、適切な管理・保全 

 ・ウォ―キング等のニーズへの対応 

②
下
水
道
・
河
川 

○下水道等水洗化の促進 

・下水道等の人口普及率は 93.6％と高いが、水洗化が 84.3％と遅れている 

○内水・浸水被害のリスク 

・公共下水道の雨水排水整備率は 18.0％と低い 

・天神川は急流河川であり、浸水被害想定では市中心部が浸水 

○天神川流域の水質保全 

・天神川、小鴨川は全国で最も水質のきれいな河川のひとつとなっている。 

 

 

○公共下水道処理区域の見直し 

・公共下水道から合併処理浄化槽への変更等 

 

○下水道等の整備促進 

○雨水対策や河川整備による治水対策の推進 

○天神川流域の水質の保全 

③
そ
の
他
施
設 

○公共建築物の老朽化が顕著 

・30 年以上経過した施設が全体の約４割 

○県立美術館の整備への対応推進 

・周辺施設との連携や交通環境の整備が必要 

 

 

 ○公共施設等総合管理計画に基づく計画的な

施設管理 

 ・公共施設の適正配置 

○県立美術館の整備に伴う環境整備 

５ 

都
市
防
災
・
安
全
形
成 

○防災・減災対策の推進、地域防災力の強化 

・鳥取県中部地震をはじめ多くの災害を経験 

・市民と一体となった地域防災力の強化を再認識 

○バリアフリーのまちづくりの推進 

・高齢化への配慮やだれもが支障なく円滑に活動できる都市環境 

○防災体制の充実 

・災害に備えた防災体制が整っていないと思

う人は約４割 

○鳥取県中部地震を踏まえた地域防災計画見直し 

○地震、洪水、土砂災害、内水等のハザードマップの作成 

○防災マップの作成（H28 年時点全地区の 7 割程度済み） 

○自主防災組織の確立（H28 年時点全地区のうち 8 割設立） 

○指定避難所 52 ヶ所、一時避難所 26 ヶ所指定 

○防災無線、メール配信 

○水道施設更新時に併せた、消火栓の更新・新設 

○災害に強い都市基盤の整備 

 ・防災対策の充実 

○人にやさしいまちづくり 

 ・バリアフリー対策 

 ・ユニバーサルデザインの推進 

 

 

 

 

  

豊かな水と緑を活かしながら、安心安全で良好な居住環境を目指すため、 

都市と自然環境の計画的な土地利用を進め、利便性の高い交通体系を整備していく必要があります。 
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